
大田区自立支援協議会 就労支援部会議事録 

          文責： 富田（事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 就労支援部会（第 2 回） 

(２) 開催日時 平成 29 年 6 月 19 日（月）15：00～17：00 

(３) 開催場所 蒲田地域庁舎 小会議室 1 

(４) 出席した委

員、事務局 

 

部会長：鶴田雅英 

遠藤文夫 古怒田幸子 中野真弓 佐々木亜衣 

平井有希子 山田達也 大内伸一 都丸利奈子 

根本真理子 相澤あゆみ 髙橋由紀 佐藤正浩 

酒井弘美  富田文子   

区職員   

事務局  小林善紀 滝本裕弥 村田亮 

欠席者  関香穂利 小林清一 森村明香 富永眞也 

（５）内容・要旨 ●内容 

１ 各委員・各ネットワークからの情報提供 

〇大田高次脳機能障害支援者ネット「STによる基礎講座」 

・6/28の開催日が近いため再度案内。 

〇おおたトラブルシューター（触法障害者支援）：毎月第 3木曜日定例開催 

・保護観察所のご担当者より「累犯障害者の処遇」について講義・事例検討。 

・「罪に問われた障がい者」のシンポジウム（7/1開催）を案内した。 

〇第 10回おおたユニバーサル駅伝大会（6/4開催） 

 ・大田スタジアムで開催し、参加者 800人であった。 

・対象は、子どもや高齢者、障害者等で、「互いの違いを知って、支え合う楽

しさを知る」ことができた。様々な事業所の利用者に参加いただいた。 

・次年度は、平成 30年 6月 3日（日）大森ふるさとの浜辺公園で開催予定。 

〇治療と就労の両立支援コーディネーター 

 ・労働者健康安全機構ホームページで案内されている。 

 ・がんや糖尿病、メンタルヘルス等に関して、治療と仕事をどのように両立

するかについて、講義を受けることができる。 

〇精神・発達障害者しごとサポーター 

 ・厚生労働省が新たに、精神・発達障害者を同僚が支援することを目的とし

て創設した。 

 ・平成 30年度からの障害者雇用促進法の改正による法定雇用率の引き上げと、

精神障害者の雇用義務化に合わせた措置で、職場定着を支援する。 

〇大田区高次脳機能連絡会 

 ・子どもの高次脳機能障害についての検討がなされた。 

・東京都心身障害者福祉センターでは、学齢期の外傷性障害による復学後の

支援の相談がある。大田区では、現在まで相談の実績はない。 

・子どもの高次脳機能障害を診断のできる医療機関が一か所（世田谷区）の

ため、教育委員会と東京都が連携していくことが必要である。 

・ケアマネジャーから、2号被保険者の利用者の相談も徐々に増えており、介

護分野と障害分野の連携も今後ますます求められる。 

 ・大田区の高次脳機能障害に関する出張講座について、今年度は実施実績が

ない。 



２ 事務局からの情報提供 

〇第 3回就労支援担当者会議（6/13） 

 ・ハローワーク雇用指導官より、平成 30年度の法定雇用率の引上げの説明。 

 ・地域福祉課より、知的障害者を対象としたグループホーム（2件）の案内。 

 ・今年度より下丸子に開設した就労継続支援 B型事業所「Beステーション凛」

より、10月に新事業（Café&Bar）運営開始予定との情報提供がある。 

 ・学習会では、「障害者雇用・就労支援の基礎知識①」として、ハローワーク

大森・東京障害者職業センター・東京ジョブコーチ支援室より情報提供。 

 ・就労支援状況報告は、運営側都合により閉鎖したグループホームの事例か

ら、就労に伴う生活支援の重要性について議論した。 

〇第 1回就労移行支援事業所連絡会（5/30） 

 ・平成 28年度まで就労担当者会議で担っていた「就労者懇談会」を、今年度

に関しては移行支援連絡会が主催する。 

 ・特別支援学校の在校生に対する就労継続支援 B 型事業所利用のための就労

アセスメントに関する説明会を 6/26に実施する。交通費及び食費の補助に

関しては、事業所ごとの判断とする。移行支援事業所と就労継続支援 B 型

事業の違いについての説明も行う。 

〇第 1回職場体験実習実行委員（5/29） 

 ・今年度で 6年目になる。実行委員会になり、3年目に入る。 

 ・7/25に支援者を対象に、実習先概要についての説明会を実施する。 

〇就労支援情報説明会（5/23） 

・主に精神障害者支援の事業所を対象に開催した。ハローワーク大森、東京

しごと財団、東京ジョブコーチ支援室、東京障害者職業センターによる各

機関の支援内容についての説明を行った。 

・参加者は、大田区内支援機関から 60名、大田区以外から 7名であった。 

〇東京しごと塾 

 ・東京都区市町村障害者就労支援事業による各区市町村の障害者就労支援セ

ンター等による勉強会にて、平成 30年度より開始となる、就労定着支援事

業について、厚生労働省の方と意見交換を行う。障害福祉サービスになる

ことは決定しているが、詳細に関しては年末か年始頃でなければ決まらな

い状況。 

〇大田区障がい者施策推進会議 

 ・平成 30年度～33年度のプランの検討・作成をしていく。 

 ・「平成 28 年度大田区障がい者実態調査」の公表がされ、回収率は前回より

もよかった。ヘルプカードの認知度や、障害者差別解消法に関しても調査

が行われた。 

〇運営会議（5/19） 

 ・自立支援協議会の新しい会議体として設置し、本会議の進め方、各部会の

進め方を確認することが目的となる。基本的には本会議実施前に行う予定

である。 

 ・第 1回会議にて、事務局より各部会共通の検討課題について提案があった。

しかし、すでに第 1 回の専門部会が終了している部会もあり、今年度の検

討内容を決定している部会もあった。 

→就労支援部会では、年間の検討課題に、事務局より提案された内容の課

題の視点を盛り込んで、検討を進めることとなった。 

 



３ 編集委員の選出 

 佐々木委員を選出。 

４ 年間スケジュール・年間議題の確認 

〇開催日：後半期は、第 3月曜日と木曜日を組み合わせて実施する。 

〇情報交換の時間を 40分、事例報告 15分、部会の検討課題は 60分とする。ま

た、本会や公開セミナー等の開催前に当該の検討事項を適宜検討する。 

〇検討内容 

（前期）次年度以降の新障がい施策推進プランの骨子（9 月）に対する意見反

映に向けた検討 

（中期）新しいネットワーク・多様な働き方についての検討 

 →ゲストとして講演いただきたい方を 7 月の部会までに検討する必要があ

る。昨年度は、区内就労継続支援 A 型事業所と JOBOTA の方に来ていただ

いた。 

（後期）平成 30年度開始の定着支援事業に関しての検討を行う 

〇今年度の公開セミナーは、2/22に実施する予定。 

 

５ 29年度の自立支援協議会・運営会議の在り方について 

〇懸念事項 

 ＜協議会・運営会議について＞ 

・昨年度まで実施されていた全体討議会の内容が引き継がれておらず、運営

会議は、役員会議の代替になってしまいかねないか懸念される。 

・運営会議が、本会の準備のための会議にすぎず、各部会の意見を反映する

場ではないとの扱い。運営会議と各部会の関係・役割が不明確なままであ

る。 

・事務局から提示された課題を検討するにあたって、その検討がどう帰結す

るのか、検討する目的が提示されていない。検討するのであれば、第 2 回

の本会を中間報告とするのではなく、共通課題の意見交換をする場にする

などの工夫が必要ではないか。 

＜おおた障がい施策推進プランについて＞ 

・施策推進会議に白井会長が自立支援協議会の代表として出席するが、各部

会からの意見聴取の機会がなければ、次期の施策推進プランに何を盛り込

んでほしいのか等を明確に意見することは困難になってしまう。 

・全体討議会が廃止になったことで、施策推進プランについてなど、部会を

超えるテーマについて議論する場がなくなってしまった。代替案や各部会

の意見を聴取する機会の提案を依頼しているが回答がない。 

・この状態のまま上記の議論を続けることは、他の検討内容を話し合う時間

を削ることになっており、何かしらの対応または回答をいただきたい。 

→検討した内容を白井会長・事務局へ伝えるために、9月の最終骨子案の提

示までに運営会議の開催を、部会長から依頼する。また、共同事務局とし

ても提案する。 

＜就労支援部会について＞ 

・サポートセンターの運営が開始されて 3 年になる。部会として、これまで

の実績から挙がった課題を整理し、精神障害者の就労支援の更なる充実に

関する検討も行ってほしい。 

 

 



６ 次期プランに向けて 

・平成 27年度、28年度の就労支援部会で検討してきた内容を確認。 

平成 27 年度は、プランの記載方法を提案した。プラン（3 か年）の各年度

で目標の達成具合を確認できるようにすること、可能な限り数値目標を盛

り込むように要望した。達成度だけではなく、その理由も検討することが

でき、改善点等を次年度に生かすことが可能になる。 

・前回の実態調査は、知的障害者と精神障害者の質問項目が異なっていたが、

今回は同項目の設定であった。そのため、前回調査よりも比較検討を行う

ことができ、調査内容は良くなっている。 

 →実態調査報告書の内容の確認や意見出しは 7 月の部会で行うことになっ

た。 

 

７ 次回日程 

日時：平成 29年 7月 24日（月） 15時～17時  

場所：大田区役所 9階 902会議室 

 

 

 


